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指導主事が司会進行役となり、左のワークシー
トのようにオンライン上でグループワークを行
いながら、これまでと今後の探究活動について
話し合った内容をまとめました。

次回予告

令和８年８⽉２８⽇（金）実施

研修報告研修報告研修報告第２回　探究文化の醸成
～探究の種をまく、
　第⼀歩を踏み出しませんか？〜

探究的な学びの実現に向けた

協働・共創プロジェクト

令和８年度　東京学芸大学高校探究プロジェクト連携企画

東京学芸大学高校探究プロジェクト
広島県立教育センター　 ・ 青森県総合学校教育センター
大分県教育庁高校教育課 ・ 沖縄県立総合教育センター

チーム

わくわく

〇アイスブレイク
「○○という問いをどう思うか？」＝研修時に教授から提示
　→緊張感をほぐすとともに、⽣徒観の転換のカギとなる気付き
　 の瞬間を引き出す。

〇ワーク１
「生徒がこんな問いを投げかけてきたらどうする？」
　→「問いを洗練させる」過程について、具体的な問いを基に、
　 どのような切り⼝で探究課題に迫っていくか話し合う。

〇ワーク２
「生徒の「問い」を洗練させるにはどんな⼿立てができる？」
　→ワーク１を踏まえ、⼿立てを考えることで、アイスブレイク
　 時の⽣徒観からの転換を実感する。

〇アクションプラン
「わくわく宣言！ ～明⽇への新たな第⼀歩〜」
　→まず何に取り組もうとしているか⾃身の⾏動を⾒通すととも
　 に、グループで奨励し合い、明⽇からの原動⼒にする。

研修から得た学びや気づきと、わくわく宣言
～参加者のワークより～　※ほんの一部の抜粋です　
ワーク１
アニメ史、宗教、法律、言語学等の周辺概念にどう気づかせるか。

何と何を比べようとしているのか？

何をもとに判断するのか？

ワーク２
問いのフォーマットや、探究方法のフォーマットを作らない。

まずは調べる→まとめる→お互い見せ合い、つっこむ→調査する→まとめる

→見せ合う…（何回でも）

とりあえずやらせてみて、本人に問いを更新させる。

わくわく宣言
生徒と対話・失敗を重ねながら楽しむ姿を他の教員に見せる。

生徒の問いと願い(ゴール)を対話で繋げる。他の先生を巻き込む。

対話型のツッコミ合い！

「自分をこえる」つながりや学びの場面を増やしていこうと思います。

問いを育てる。教員も挑戦！

4TH
SEASON

第３回
教科・科目における探究
 ～探究の芽を教科と総探、
　　　両輪で育てませんか？～

次回キーワード
・授業デザイン（ストーリー性）
・指導観の転換と共有
・総探と教科は両輪
【開催日時】
　令和８年１０月２６日（月）
　１３：３０～１６：３０
　実施形態：オンライン

申込み二次元コード→
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